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岸 壁蜂 費 の 一考 察 (第二報)

(■18日 4年 91J2< El 交 Jl)

昔 EE銀 次 郎 ･長 田 英 世

(九糾エgt大串二乗化拳舟4号エ奉故買)

如 1秒 こ於て脚 は.拝賀分の含和JLの多少に

上って影書を受けること及び各組ハ℡yン化合物と煤

哲判別故加との戯韓を報LGしたが.今Mは洪鎌の暇

及びその勝細 軌こEtて世故的琴群を加iた｡

(I) 粒 度 の 影 響

(倒 ) tl冷搬故はiru韻とra7-のものを紋日する｡

i仁方棚 より姓供の湖 (大之)18三尺Jy:A)を紛

し,J5O-200暮,ZOO-258暮.250-3COJ蔓.300善一のヰ

棚には分し,共の告 Jgに耽さ我火1糊 と盈火退度

とのBE鎌を求めた,岳父を下に7J;す｡

洪由12旋 特典(7PPrEI(桝 /(●C))
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これを如示すれば肝 1-のhくなる｡

昔 ト

そたけ■LZ..一･(

巧妖) iiIで明らかな損に肋 'LJJtになる探丑火iE皮は政下す

る｡也lち堺位且解 り4)艶よの焚i5取び粒子虫

の廿大に従って偉い温於で浸火することを知った｡

反患拙貯ま盈火伸時間Jの嫌 に比mすると琴へて Arrhehl旧 式 票 ヒ エ REi{ を t｡g7--

RT･c

l riと鰍 きし-1のせ紺 で 】ogT と キ

ーとはいずれも征扱油紙を戻す私 比か ･ら E なろ馳 1い こ

nerFyを決めると.軸火は下の指にfJ:ろ｡

滋健 (i) 蹄仕化 L;tlCrgT(Ed
ll)Z58･･･200 3

JiO2cc--250

328250-:Ⅹ)0

320360-

3Lil以上に上り計井的 に も軽費小

なる守一少丑の外部ETICrg)で蜂ヨすることが

明らかとなった｡丑Jfの安化に上ろ漁火池度の卓化は｢掛 の

ほに推定される｡(り Zll故郷 勺の緬 続が苛大す

る乱 これらin合栗

快 事と;JE朱)に Ez'e-rglを只へたF5I=は盗毛と

妓甘LR北見申する丑が骨太する.(2) 粒子kの析加により

Ezle切 の称辞が容易に行われELつ T･-"ergy茂

より一時に多敢ケの牧子がThcrgyをうけるため

各品に活性化が生ずるゥ(Il)金 島 の 影 響(焚汝) 次に批

難 LimdEorda:や Gr8ya:時が穴段的に約

77{していろ可燃性斜位の穀化促舷放』壬を羊｢ナろ企

鹿町も Ct･,FC.Ptを用い.之qわ;棚 田に如何なる移

管を典丸ちかを絵対した｡こと等の作在に於けろ燥司の符坤nJJと汲蛭との随伴はPS12の執 こなる｡こ

の療耗濃度の貌吸取を形成するこ

とがf_･いように Fe,C､Ⅰは折.価到 りい,T'Eは反脚 に娃してや行

なろ板を用い.JSgEt轍 より】oe
n,の高さに冊は索iXiを中心として上下 51- 放 8cm のものを用いた｡赤
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之をFt京すればk2のbくなる.

B 2

汁

香犬
Eg
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ltJlh

ーOLI LS l～々 X,芝 r Tn-この他 2∞EElgCt1

8を効 と混入してみたJZCtl柄と柄んと何L'縦 を売したがL,Cu扮El位が煤戦

をrTう可馳 :もろので,その郷 土Jm Eh

兼r=かつた｡(考恭) 以上の鈴虫

から大の市が促 される｡()) 反世にもづかろ姐 ;存在すれば.

畑 を旭せしめるdL,その七の多少(地

産に･̂きf=彰書をPIえない

.(2) )･'C.Cu,Pt

は洗礼のは竣辿姥を相加せしわろ｡之は伽 ヒの逆井を大にする影IFを糾える

もので gnsの州 ヒ民選にyLLて正

伽 的仙 日を行うと何位に洪lこ封しても正

魁 暮仲川 を行うものである.【3) 包■の恥 作用は脚 巾から生すろ可也地

とhL束との印の雌 の嘩 S･司るものではたい

かと推定される.灰皿 こ放て影書

の少いのは,料から批 する可他姓肋 ;少tの巧,それらの叔化EZJhに上ろ圧馳 :少く Ez'erFyiEiに上って括t

i化さLLてば馴 暮心を形波するZlに大1..A7

^nllを必中とするが.芯iJに於ては店名中心

形成に舛 13る充分の射PKの搬 Lb:行われるのが存易ではあ

るが金JLの杯任は之をn =加過すろ｡(q) 究J

tに上る地の互生栽沢の判定(tB) ね こAX血 相 に掛ナろ状況を Z:血 ,6 TTVm地歩& (J6rot"A

/6eC)J=上ってBL之を触した的Oft桝

灯を机t dt l (切 ) 耳dlこ明らかfE拝に店

a中心は轍 よりはるか上方に於て生L:,塩はta:下方に僻 する｡
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(考察) この曲tiよ')のらかな拓に鮒 は･先づ黙

粕に1.1tて中r卿 に分析し一件鮒 を発生し･而ろ枚

aESiと温t:脚 取掛こ入る｡こiで煙丑中心の彩攻が

行わ寸雌 に煤漁に司るものとBlわれろ｡玖上の如く洪

成煤丑は.

分解一杯鮒 の敢 ヒ一･は包恥抑一様釧 '心の

形成一越aの牲 一躍丑の仰

の如 政良師に伐て虻斤するものと思われろ･この考

慧 慧 恕 慧 芸 .7;㌫ 式
I.

∫_Ae'E'r(lは分片時馳 L:は分淋 T:zle.g))を別

して脚 を求めろ｡
粥鼓をとって.

R
J_ êLET

F.

log' togA▲-RT

-i 汀 一一-RE* LT

[こ卓掛 tI繁る｡

又脚 上州 ろ脚 分の脚 Jli.破るiAJm に於

･Eは,その媒肺 滋の湿圧 T lこ比肝 ｢ろものとすれ
ば p-け (Pli挿粉 の黙力)｡

これを上式に代入して.

･ogh昔 +C

与巨 童

J-～ ,

ュr r

印ち ]oglと l'･ とはi脚 む元す｡Fq4に附 】

曲投を,JlJ｡E)ilの1r曲投 1.2及び 3の 】昭 一と

+ との脚 をか もと■Sの如き岬 を,Tt汁｡

三 三 一 一

前に*めた拭性化 】･-nerw 3l･｣KcAIを El=代入

して A,Cを決め.ついでモJLら上,,[こ批て 1･:を究

め.その中だ雌 をとれば 318J{t=d となろ｡t却ち及◆

が恥に兼めた拓也化 F･.te-gyは盟邦の別称こ上って

紗 を出すに畑 な分群 )三ne一計 と畑 一女する｡
穀Jgtの雌軌 こa Eな F加 rgyは獅 'M lら拝見分を

拠 lさせるに必許な l;.lCrgy eあって坪田如 ;馳r'_

した彼は.琳孜分11tlの肺化1三月に上る民放 に上I)

脚 的にJZ正は刃封亨し鑑に煤梁に逢すろものと必われ

JJr

(V)括 ti

()) 艶芯の蛾丑は先づ耕 Ill上り拝数分が川て.2,

カ1t化炭丘を7rい,其の後の反正はi畑 ttJtの形'(I

W TL辻に獄軌こZlろ｡

(2)脚 をはaさせ引こ必中な L:nergyはBL秋72

=(i.Hこ那 PFのむ Lを生じSせ,その脚 透分ir

註東LPにTRHせし抄ろのlこく蜘ほ れろ.

(3) 洪群のIr泉に対すろ金串の脚 は軌 tけ ちZ7艶

分と櫛 との杜化比丘に刊 Lt止棚 的作FIJ智行

i｡
(1) 脚 は滋ろ臥柵 で独虻の火ILる醐 苛b;留易

である｡
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r5) 朔棚 親をgl三血する l-Trろ触肌 -(･は.脚小 文 験

に合和される稚紛 Cあると附 すろことが可悠 e り 者n 長n 火雅岨fr弘9 】33 (¶ 24).

もろ｡ 2) GzILy I C S,I49,･I32-37で (Ⅰ930)

射た一雑 やEl文部'E事棚 史坪のZZ助を受けてf子つ 3) HtLrLmAZ)lI U ら. J3uT.rnlrLt+eETeT)t lt】ヽeSLlg-

たもので.伸 和佐のJL石iE之JI,戊屯tl司Lr,舟 al10nS.44pp,3722()9句 ,

q書tELTに甜Tをhbす. 4) 疋D]gI 火事B甘t89,】2)(q 21).

5) Gnrher TrAns.FArd So=.26.590(J930)

^ConsideratlOnOnlhcG氾1thJStExploslon

ByGinziroYosh)daand l寸idcyoOsada

(I) TheJnヽ▲lk日 hcp ln SJZJeOfco■ldLStS,lhe rDOrelTn血糊 blethee0■l dlJLS

(2) rrhcmctJtJ【Pt,Ct･,orFe)a∝cleraie一hcczpl(bLOnOfc山IdtBu.aetlEZg ▲事

LheFm lLneC8tJIJTTLL

(3) ThecfnterOtezpb SZOllLSfomld atKIt･etheEnerV JDL'rCtAnd一hL'nPrO･

.pAP一亡■dottm ≠1rTl

(り l＼1氾ntlle Coaldusts■gれLte,thepTeSSLZrC rlS6 gmIluallyALL'rst,AOdtllCtL

L･eern ACOrLm LltVユlLlerOrAVhHe･ AfLCrLhet),thecttltCrOrCJ.pt朗10bは lorTnd

ztndezplotLOTl OOnlll ドrom thL･ rCStZltsatDヽ ernetlLlDnd,themectutllJm OfeOal

tltutcJPlo51011mlghtlxZ.a)rLSLdcrctlLLSfoltoWsIAL丘rstthe tu tdLLlb decon叩叫亡br

tht,eltCrgTOHpLtlOZ)山uTCe,AT)tleyolヽ･CLtlelm鮎nubleVOhIlllc TTl.luCrXtL･llllLhlTllZ

h■iい= heAirnzld ro¶ Lhcc叩lo3'､cmlXture Thez)thecenterolc叩loslOn tS

rormcd､りththoACCumuliIL'OEIOFtheLrTCaCtLOnCE'CrglCSnntlby一hehelporrn'l'仙 On

cncrglc90rthelgmtLOnWurtt･ t̂lA･5tthechl'lre.11=tlOnrOH〇､､･} thcc坤 loSLOn

An(ltttelhmcprOPOpILeJLOWLlrdLhcclotldofcoTleerLLrTL(CdcoaldusLJ

(TheJi)tis),uCotlcllgeorTechrlOlogy)

工業 用等 火線 の燃 横速 度 理 論

(FJ印24lllH J15Ll交 JI)

日 野 熊 碓

(日本化兼推淡作手併)

城 東

PllA火P_のJhJL札止と出力のlf8-jCtすいこし.XIこ宙点火弗のJB東通ばと軌 と水上のPt+tJBuし

た.一方エAJH8火Qが犬iL中では'iL兼地熊tすさ7BTと避 としてtrIJからのtr出Uス紋.'Alから

のすLtlqスl'社,4･VA牡とヰ共 とのBlf+式t8ulL,式中の挿牧の廿故的決'LiLltLIべた｡EIこp放

火韻の丘■dlLFJtとuス吹u生のjb ･i.8火ヰの冗*鼓舞謹推式t8した｡か こ8火ヰ巾dEt'ii仝r.

JAlした少介の加姓仏*姓旺ICと書9,18長と鳩 巣抄坤のJJ結末とまめbu)m鼓のiJtkはZJiglにし

た｡か(してM ■柳■折の七(市ほれていない中火汝の潜生にJIする1tBt明にした.


